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ゥ
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ィ
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農
村
に
於
げ
る
マ
二

 
#

フ
?-
ク

チ
--
.
/
ァ

の

勃

興 

,
を
f

わ
撤
出
す
る
こ
と
が^ '
来
る
9
だ
'が
問
題
わ
；Vの
過
程.
に
，̂

も
し 

‘
出
-$-
れ

た

矛

盾-
馨

に

あ

る0
(1
)

.-
'

- 

,

.
■.
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B

こ
の
矛̂

を

レ
.1
こ
‘ン
の
■

「

市
揚
論」

又
わ
マ
ル
ダ

.
■ス
の
S 

,
,, ,
:观
め.
现
，論」

KJ-
i
つ
Jt
;
，出
‘そ
ぅ
と
し.
た
の
，わ
ナ
ロl-
r
二
キ
ビ
けC5

,

ぁ
る
。
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リ
一
ン
わ
こ
、
次

、
v-
»
:-
h
九
^

淑̂
は
腹
狀
务
把
_

^

歡
業
陳
暫
齡 

r

發
達j

等
を
通
じ
て：.
._
麗

：■

證

過_

教

の

應

漏

，
 

確
な
理
論
的
法
則Q:h
に
立
つ
て
具
體
化
し
、
ロ
シ
ァ
ブ
ル
ジ

r

ァ
軍 

命
の.
實
踐
上
の
指
針
々
與
义
た
。
.こ
の
理
論
的
把
握
わ
ロ
シ
ァ
が
遲
れ
て 

屈

れ

ば

ゐ

る

礬

上

そ

の

道

霪

を

加
i」

<f
t :
■「
農
業
に
於
け
る
資
• 

.
本
’主
義
邦
譯j

,

白
楊
社
、IG
ik
’
s

H

,

」

，' 
,

震

が

、
具
體
的
な
臾
實
■
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:
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矛
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物
質
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型
化
L~
に
の
，
み

沒

頭

す

る

な

ら

ば

，
：
，
も
は
や

^
學
の
發
展
を
：
|,:面
^
し

，
....
 

固
^
化
し
、If
i
な
る
ゥr

パ
1
史
队
の
不
斷
の
く
り
水
ぇ
レ
こ
終
ら
ず 

を
傅
な
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
と
と
冷
懸
念

1~-
る
も
の' 
で
あ
る
。

(
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矛
腐
を
レr
一

(

ン

の「

市
場
論」

又
わ
マ
ル
ク
ヘ
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:
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後
、
ゎ
が
属
に
ぉ
い
て
は
當
然
の*
^ '
か.
；ら
、-.
谷

ぎ

觀

變

ら.
- 

す
:|
>
ア
^
.̂

功
硏
究
熱
攸
極
め
て
盛
ん
で̂
る

。

ァ

メ

リ

ヵ

，
經

濟

，
こ

つ

、

/
. 

て
も
、
旣
に
多
く
む
論
作
が
發
表
せ
ら
れ
、
そ
の
中
若
干
の
も
の
は
、'頗 

る

衆

唆

把

富

ん

，
で

ゐ

：
る

。
’ 

，

’
‘• 

'  

,

，
し
か
し
金
般&■
通
じ.
て
感
ぜ
ち
れ
る
こ
と
.
は

-,
'
-̂.

だ
^
6
^
多
ぐ
'0 .
事
が
、_. 

知
p>.
れ
ね
ば
々
ら
な
い
土
め

」

：*
免
f

巧
i

fc
vv
ぶ
；阻
止
的̂:
要
a

-',
'- 

ふ

介
^
^

た
こ
と
を̂
^

に
入
れ
る
と‘じ
で
も
、
從

來

の

わ

が

國

に

お

げ

. 

，
る•
ア
メ
リ
ヵ
經
濟-に-
關
す
る
硏
统
が
、
起
だ
不
備
な
乃
茧
は
捧
滞
的
な
狀
‘

： 

態

に

あ

つ

，た

こ

と

を

啷

だ

ざ

る

を

得

な

い

？
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.
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；
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め.
.̂.

と
：
目

さ

：
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^

ァ：；
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ヘ
プ
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>■

y
力.
經

濟

の

懲k

的
特
質.I,

そ.Q.

實
態
或.
は
動
伸
に.ク
^

，
に̂

?
理
論
的
、
.

.

贺
證
的
に
も
分
析
が
進
め
レ
&

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

忘

方

商

略

つ

い

で

の̂
後
の
組
織
的
硏f

遂
行
|

大
の
k
f
懸

け

る

と

老

、
他
面
差
し
當
わ
て
は

-

.

戰
時
中
ァ
ダ
！
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お
ハ
て
發
刊
づ

‘
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与
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ト
せ
ら
れ
た
諸
文
献
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紹
^
-
轍
入
に
大
な
る
願
望
の
寄
せ
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れ
.て
ゐ
か
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と
を
附
記
し
て
匿
含
た
い
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後
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て
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刊
，さ
れ
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經
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统
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は
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時
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^
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文
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^
|

^

の̂
は_

:
難
扒
：實

狀

で

ぁ

备：、
^
.̂, 

■'年

中.
ぬ
^
行
^
ォ
^
^
め
，
、

中

ヵ

：ら

.
、

次

の
.

.

.
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1

5

、
の

小

册

子

を

選

ぶ

.A  J.
と 

が
出
来
る 0:(

註)

.

.

酸
..:#
溜
®_
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另
米
國
め
政-̂
と

經

濟

政

讓.：： ©

利

艺

一
. 

ぼ

達
#

夜遲
喔脱

：

滅
權
複
奮

^

嚷
_

還

汍.

■
讓

：

■

函

■

■

簠

■

里

雰
^

P
■:
:
'ず
®

和
#
1;.
&
贫

：刊
'̂.
水
谷
書
原.？
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'u_
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:
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:
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'—.
き

办

淑

歷

：货

輝̂

^
沙
ヵ(

：の

猶

暮

融

政

瘦4;(

昭

和

甘
”
¥
.

.

\
十
二
月
刊

•>
、

世
界
經
濟
調
畓
會

。

、

、

(

&

こ
の
外
に
鹽
.
野
谷
^

「

ア
メ
认
ヵ'紙.
濟
の
發
屉」 (

昭
和
十
六.

\

#
初
版-
日
%■
評
論.
社)

，が
}$刊
さ
れ
た
、'^
.歷
史
的
發
表
の
記
述
を

て
.

.
\
'
中

必̂丧

彻
«

|
费 

'

、
}

書
、の
淑
を
選
ん
だ
？

:

-

,
:
、、

.

.

,

、

,
,
,
い
づ
れ
も
戰
時
或
竹
戰
该
め
#
卒
の
間
に
筆
に
成
つ
だ
名
の
だ
け
に
、

V_

A
ば

都

留
_

著

は

靡

中

、
：へ

讓

で

，裳

れ

き

特

別

講

義
 

'..
'.
:
で

.̂
り

：
，
，
小

原

氏

..容

.
世
思
經
濟
調
资
會
へ
提
出
さ
れ
た
調
资
報̂
が
主.，.

體
と
な
，つ
で
ゐS

そ

のf

册.
に
ょ
つV

ア
メ
リ
ヵ
經
濟
の
翁
の
理
解

:

• 
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、

、，: :-
五

五
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i
s

c
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•

に
追
付
か.
ん
と
1t
るU

と

托

棄
J:-
备

難

で

知

る。/ 

,
;

り
-, 

I U
か
し
'幸
f 

<
1
)

H
i

氏
と
も
現
在&

’に
お
け
るI

ば
第
一
滿 

のK

 
メ
リ
九
經
濟
研
统
家
達
で
あ
り
、

(

5

H
著
と
も
大
體
，同
じ
期
間 

<
1
九
ニ
'0
牛
狀
よ
り
_
大
恐
慌|

て
、J(

ユ
！_
デ
ィ
I,
ル
政
策
の
展
開
. 

を
中
心
に
、
齔
带
前
半
期
に
及

.
ぶ)

を
取
抵
つ
て
を
り
ノ
殊
、に

(

三)

丁 

度
化
表
題
に
ぎ
さ
九
る
が
紫
夫
み
獨
紅
の
觀
點
か
ら
、

こ
め
問
に
紅

 ̂

V

ァ
；メ
リ
，力
經
濟
敢
び
に
經
摘
政

I
の
變
轉
の
迤
程
を
叙
述
、
檢
討
七
で 

丨
を
ら
、れ
る
。

こ
れ
ち
の
顶
出
か
ら
し
て
、
諸
哲
は
彐
著
を
涉
勒
す

’る
こ
6.

に
よ.
つ

「

T
\
i

の
!p

に
お•
け
る
T .
j
っ
ヵ.
經
濟
の
動
旳
に
つ
き><
.，可
腺 

，
り
のM

ま
で
傲
密
な
理
解
に
到
達
-
し
得
’る
で
あ
ら
ゲ
。
か
く
し
て
ァ
メ 

リ

ヵ
經
濟
ケ
實
籠
識
へ
-
の
手
懸
り
ビ
し
て.̂
夫>

 
ー
讀
と
‘

い
ふ
よ
り
耽 

て
'併
靖
に
値
す
る
，
4
の
と
言
へ̂

ぅ
。
 

■ 

! f 

.
，，
眠
ら
札
た
紙
數
に
汝
い
て
、
各
著
の
內
咨
を

5
別

匕

紹

介•»
批
卿
す
る
，

いj

と
は
不
可
能'で
あ
る
。
よ
つ
て
各
々
の
も
つ
^
色
を
肌
ら
か
に
し
、
.
こ 

れ

ら
ŷ
)l
Ti
歡
す
る
こ
と
に
よ'o '
I
把
振
せ
ら
れ
る
アメリ

力
^

濟

の

發

肢 

傾
防
の
中
か
ら
、
と
く
^
法
*0
せ
ら
る
，
べ
き
激
を
拾
ひ
乍
ら
’、
全
體0
® 

後
感
に
儒
れ
て
行|

い
と
服
ふ
。

 

：
.

'

',, 

,

都
留
氏
の
薪
述
は
、
そ
れ
が
’講
義
案
で
、あ
る
こ
ど
よ
り
し
で
、
&

め
て 

乎
易
明
快
で
あ
るV
I1
つ
そ
の
表
題
並
び
に
副
題
た
る

一

1_

ユ
1

•
デ. 

小
1
ル
を
中
心-̂
し
て—

の
示
す
如
く
、

二
ュ
ー

，
デ
イ
ー
ル
'の
展
開

, 

'
 

’

;.，ンぼ
六 

'

0
2ハI

I
)

フ

，•

.
治
，と
•の
辂
み
合
ひ
匕
だ
，い

1し®

せ-
ら
が
るor
そ
れ
間
ょ
く
經
濟
的
众
就 

丨
本
動
向
へ
•
の'̂
4i
r
を
葸
る
こと
な
く
、
，.著
潘
の
達
諸
な
筆‘致
は
^
中
に
;̂ 

、，く
織
ゎ
込
ま
れ
た
故
ル
;1.
ズ
ベ
'̂
K
大
1

、
‘政
腐
高{B/
、
、
實i

等

 々

,
の|
解

、>
談
話
^ 'i

の
！I

切
な
則
用
章
句'と
相
俟
っ

V
、

全
く
倦
む
こ> 

な
く
.ノ
こ
の
期
間
か
ら
；

^

に
亙
る
ア
バ
丨
ヵ
綞
濟
の
謂
は
ビ
志
向
を
、

，
適
確
に
讚
者
に:̂ (

'る
に
足
る0- 

; 

, 

................

 

•'

. '
ふ

\
る
推
移
の
底
に
は
、
當
然
ア
メ
リ
カ
經
濟
自

I I
の
ノ
よ
り
糈
略
に 

.
は
ア
メ
ズ
が̂
本
主
蕾
の
發
展
過
勸
に
則
し
で
の

W
の
經
濟
的m
調
が
嫌 

れ
‘て
ゐ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
間
題
を

^;
心
に
捉
へ
た
の
が 

鹽
野
谷
货
の
！̂作
で
あ
り
、
そ
れ
を
經
濟
的
民
主
主
義
の
展
開
の
裡
に
求 

■
め
ら
れ
る
ノ
南
北
戰

&

後
に
お
け
る
ア
メ
リ
力
資
本
中
：

P
の
高
度
化
は、- 

‘先
づ
產
業
關
係
故
部
の
間
'̂
上
し
で
、
產
酸
，的
民
主
生
義
確
立
の
問
題
を 

提
起
し
次
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
獨
占
北
傾
向
の
促
進
贤
、
.

「

康
業
的
專 

制

虫
'§
诚
立
の
危
惧
を
胎
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
對
し
て
初
期 

ニ
ユ
1

•
'デ
ィ
ー
ル-は
、
牌

接

に

汍

恐

墙

儒

の

-士
め
の
景
氣
政
策
と
し 

て
潑
足
し
た
も
の
に
外
な
ら
為
い
於
、
，そ
の
根
本
'に
知
い
て
產
業
め
民
主 

北
の
前
進
を
企
：
f

る
も
の
で
あ
り
、
又
あ
る
程
度
そ
の
實
現
を
導
い
た 

と
解
ふ
れ
る
。
し
か
し
艫
て
初
期
め
諸
政
策
の
行
詰
り
は
、

ア
メ
リ
カ
經 

濟
自
體
の
潑
霞
に
っ
い
T t
の
自
已
反
省
を
喚
起
す
る
に
至
り
、所謂

「

經 

濟
的
成
熟
化

」
の
理
論
を
背
景
と
し
て
、
後

期
ニ
ュ
ー

•
デ
イ
ー
ル
へ
の

過
程
を
軸
と
し
.
てV

そ
の
間
に
お
け
る
經
濟
政
策
の
推
移
が
、
と

く

に

政

轉

換

を

必

至

な

ら

し

办

た

。
そ
と
に
政
莳
の
經
濟
生
活
關
與
の
擴
大
と
諸

、 、 I ■
\ “ 七へレN りし/

，種
の
改
革
的
政
策
の
採
埘
y
の
推
轉
が
導
入
せ
ら
れ
た
が
パ
就
中

「

補
充 

i

を
以
て
，呼
ば
れ
石
公
共
投
資
の
惊
久
化
に
、

^
じ
い
#
色
を
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